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牧内第1遺跡調査区と東九州自動車道路線

－1－



牧内第1遺跡上空より西都市街方向をのぞむ



牧内第1遺跡調査区傭轍（写真上が北）

－　‖　－



牧内第1遺跡A区傭轍（Ⅶ層上面）

－lV－



上　牧内第1遺跡C区傭轍

（Ⅷ層上面）

中　牧内第1遺跡D区北半傭轍

（Ⅶ層上面）

下　牧内第1遺跡D区南半傭轍

（Ⅶ層上面）



土層堆積（C区）

AT下位25％調査（D区南半）

－Vl－



Ⅶ層礫・石器出土状況（D区北半）

Ⅸ層石器出土状況（A区）
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環状配列ピット群1検出（C区）

環状配列ピット群1完掘（C区）

－V川　－



ピット群（A区南側）

ピット群（A区北側）

1＼



＼－

左上　A区SC526埋土

左下　D区SC809埋土

右上　A区SC406埋土

右下　D区SC809完掘



集中して検出された二段掘土坑（A区）

二段掘土坑埋土中のATブロック（A区）

A区SC462埋土

A区SC544完掘

A区SC462完掘

－×l－



台地を横切る道路状遺構の検出（A区）

削平の進んでいた道路状遺構（A区）

A区SG202埋土

A区SG202埋土

－×iI－



牧内Ⅲ期の石器群

牧内Ⅲ期の石器群

－×‖　－



牧内Ⅳ期の瀬戸内技法関連資料

－XlV－



牧内V期の瀬戸内技法関連資料

－×∨－



牧内第1遺跡C区の旧石器時代の敲石

－×VI‾



宮崎県教育委員会では、東九州自動車道（都農～西都間）建設予定地にかかる埋蔵文化財の発掘

調査を平成11年度から実施しております。本書はその発掘調査報告書であります。

本書に掲載した牧内第1遺跡（一次～三次調査）は、平成12年度から平成15年度にかけて発

掘調査を行い、後期旧石器時代における礫群や、縄文時代早期における多数の土坑などの遺構とと

もに、旧石器時代を中心とした多数の遺物を確認する事ができました。

ここに報告する内容は、今後、当地域の歴史を解明する上で貴重な資料になるものと考えられま

す。

本書が学術資料となるだけでなく、学校教育や生涯学習の場などで活用され、また埋蔵文化財保

護に対する理解の一助になれば幸いです。

最後に、調査にあたってご協力いただいた関係諸機関・地元の方々、並びにご指導・ど助言を賜っ

た先生方に対して、厚くお礼申し上げます。

平成19年8月

－×VIl－

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　　清野　勉



例　　言

1本書は、東九州自動車道（都農～西都間）建設に伴い、宮崎県教育委員会が実施した児湯郡高鍋町所在

の牧内第1遺跡の発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、日本道路公団の依託により宮崎県教育委員会が調査主体になり、宮崎県埋蔵文化財センター

が実施した。

なお、日本道路公団は平成17年10月1日より分割民営化され、西日本高速道路株式会社となったが、

本報告書中では日本道路公団として記載する。

3　現地での実測・写真撮影等の記録は、松田清孝、山下健一、崎田一郎、加藤学、成相景子、日高敬子、

松元一浩、原田茂樹、成亥浩志が行った。

本書で使用した遺物実測図は重留康宏、藤木聡が行った他、整理作業員が補助した。

また、本書で使用した遺物写真は崎田一郎、今塩屋毅行が行った。

4　自然科学分析は、㈱古環境研究所に委託した。また、一部石器実測を㈱パスコに委託した。空中写真に

ついては、㈱九州航空および㈲スカイサーベイに委託した。

5　土層断面及び土器の色調については、『新版標準土色帖』に拠った。

6　石材同定は、松田が行った。

7　本書に使用した地図は国土地理院発行の2万5千分の1図をもとに、遺跡周辺地形図等は、日本道路公

団宮崎工事事務所から提供の1000分の1図をもとに作成した。

8　本書で使用している国土座標は、旧平面直角座標系Ⅱ（日本測地系）による。

9　整理作業は埋蔵文化財センターで行い、図面の作成・遺物実測・トレースは、整理作業員の協力を得た。

10　本書に使用した方位は、座標北である。また、レベルは、海抜絶対高である。

11本書で用いた岩石名は、倉永英季編2001「木脇遺跡（旧石器時代～弥生時代編）」『宮崎県埋蔵文化財

センター発掘調査報告書』第43集　宮崎県埋蔵文化財センター　p69－72に依拠している。

12　本書の執筆・編集は、小山、重留、藤木、松田が行った。執筆分担は目次に記している。

13　出土遺物、その他諸記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。

－×∨川　－



凡　　例
1遺構の略号は次のとおりとする。

SC　土坑　　SG　道路状遺構　SI　集石遺構および礫群

2　層序（鍵層）については以下の略号を用いた。

K－Ah（鬼界アカホヤ火山灰）Kr－Kb（小林軽石を含む褐色ローム）

AT－Tn（姶良Tn火山灰）　　　A－Fm（姶良深港）

Kr－Aw（霧島アワオコシ）　Kr－Iw（霧島イワオコシ）

2　挿図の縮尺は次のとおりとする。

遺物実測図…‥1／11／2　遺構実測図…‥1／1001／30　土層断面図・‥‥

1／40　　※以上を基本とするが、これ以外のものもある。

3　石器計測表および観察表の計測値は、下記の計測方法に拠った。単位は、cm、gである。

［石器計測方法］

一、、一1、l・－■一、‥′一－了－－－1．11一－－一l一一、－m才一㍉一■、－㌔－一lII‥II、‥ぴ

・4

／「＼

－×lX－

／

l

lヽ

tヽ

ヽ

　ヽ　　 ヽ

．′ ‘

一

′

石器の計測方法

a＝長さ

b＝幅

C＝厚さ
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第I章　はじめに
第1節　調査に至る経緯

東九州自動車道（都農～西都間）は、平成元年

2月に基本計画がなされ、平成9年3月には整備

計画路線となった。さらに、平成9年10月に建

設大臣から日本道路公団へ施行命令が出され、公

団では翌年の2月から事業に着手している。そ

の間、県教育委員会では、平成6年度に延岡～

西都問の遺跡詳細分布調査を行い、それに基づき

埋蔵文化財の保護について関係機関と協議を重ね

た結果、工事施行によって影響が出る部分につい

ては、工事着手前に発掘調査を実施することに

なった。調査は、平成11年度から宮崎県埋蔵文

化財センターで行っている。

本遺跡には、北からA～D区の4調査区を設

定し、それぞれの調査区について確認調査を行っ

たが、用地買収等の関係で確認調査は複雑な工程

となった。まず、平成12年8月にA区の確認調

査を行い、後期旧石器時代の赤化礫や縄文時代草

創期から早期のものと思われる円形プランのピッ

査

第1図　牧内第1遺跡調査範囲

ト、縄文時代前期の石鉄を検出した。遺構・遺物

の分布状況や旧地形の状況から、3，400誼で本調

査が必要と判断した。続いて平成12年10月に

C区の確認調査を行い、AT上位で石器群と赤化

礫を検出した。耕作による削平の範囲や土石流の

範囲を除外し、2，400Idで本調査が必要と判断し

た。平成13年2月に、D区で確認調査を行った

結果、AT上位から石器ブロックや石器群を検出

し、旧地形との関係や出土状況から、3，400I肩で

本調査が必要と判断した。平成14年4月にはB

区の確認調査を行い、AT上位から石器群を、Kr－

Kb層からはシミ状のプランを検出した。確認調

査の状況からB区の本調査必要面積を4，900I肩と

判断した。

確認調査の結果を受け、周囲の耕作状況等も踏

まえた結果、C、A、D、B区の順に、四次にわた

る本調査を実施することとなった（第1図）。実

際の本調査の調査期間は、以下に示すとおりであ

る。

一次（C区）…平成12年11月6日～平成13年

（S＝1／4，000）
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2月28日

二次（A区）…平成13年3月1日～平成13年

12月28日

三次（D区）…平成14年1月10日～平成14年

11月29日

四次（B区）…平成14年9月9日～平成15年6

月23日

なお、第四次調査分については、平成16年度

に報告書が刊行されている。

第2節　調査の組織
牧内第1遺跡（一次～三次調査）の調査組織を

次に示す。

調査主体　宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長

矢野　　剛（平成12・13年度）

米良　弘康（平成14・15年度）

宮園　淳一（平成16・17年度）

清野　　勉（平成18・19年度）

副所長兼総務課長

菊池　茂仁（平成12・13年度）

大薗　和博（平成14～16年度）

副所長

加藤　悟郎（平成18・19年度）

副所長兼調査第二課長

岩永　哲夫（平成12年～18年度）

総務課長

宮越　尊（平成17～19年度）
総務係長

亀井　維子（平成12・13年度）

野達　文博（平成14年度）

主幹兼総務係長

石川　恵史（平成15～17年度）

主幹兼総務担当リーダー

高山正信（平成18・19年度）

調査第一課長兼調査第一係長

面高　哲郎（平成13年度）

調査第一課長

児玉　章則（平成14・15年度）

高山　富雄（平成16～18年度）

長津　宗重（平成19年度）

調査第一係長

谷口武範（平成13～16年度）

主幹兼調査第一係長

長津　宗重（平成17年度）

主幹兼調査第一担当リーダー

長津　宗重（平成18年度）

副主幹兼調査第一担当リーダー

南中道　隆（平成19年度）

調査第二係長

長津　宗重（平成12～15年度）

主幹兼調査第二係長

長津　宗重（平成16年度）

主幹兼調査第二係長

菅付　和樹（平成17年度）

主幹兼調査第二担当リーダー

菅付　和樹（平成18・19年度）

調査担当（平成12～14年度）

調査第一係　　主　査　松田　清孝

調査員　松元　一浩

整理作業・報告書作成（平成14～19年度）

調査第一係　　主　査　松田　清孝

調査第一担当　　主　査　小山　博

（平成18年度）

主任主事　藤木　聡

（平成18・19年度）

主　事　重留　康宏

（平成18・19年度）

調査指導

泉　拓良　（京都大学）

小畑　弘己（熊本大学）

田崎　博之（愛媛大学）

広瀬　和雄（国立歴史民俗博物館）

本田　道輝（鹿児島大学）

柳沢　一男（宮崎大学）
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第Ⅱ章　遺跡の環境
第1節　地理的環境
牧内第1遺跡が位置する高鍋町は、九州山地の

東側に広がる宮崎平野の北部に位置し、東は日向

灘に面している。宮崎平野には顕著な段丘地形が

発達しているが、本遺跡は新富町祇園原から畦原・

三財原・追分、高鍋町市の山・中尾・牛牧にかけ

て広がる三財原段丘面の中西端にあたる。本遺跡

の標高は約90mで、西方約70mには上位の茶

日原段丘面の段丘崖が迫っている。

第2節　歴史的環境
本遺跡の所在する牧内は、昭和における開拓事

業による畑作地帯としての発展を見てきた。しか

し、周辺に「牧」のつく地名が見られるように、

古くは軍馬等の放牧地として利用されていた。

以下、周辺遺跡の概略を述べる（第2図）。

旧石器時代

旧石器時代の遺跡としては、持田中尾遺跡、妻

道南遺跡が調査されている。持田中尾遺跡ではナ

イフ形石器・角錐状石器・掻器等が出土している。

ナイフ形石器は、ホルンフェルス製の横長剥片を

素材としたもので、瀬戸内技法との関連を伺わせ

るものである。妻道南遺跡では、ナイフ形石器・

石核・剥片等が出土している。ナイフ形石器は日

東産系黒曜石製で、大形（全長8．0cm）のもので

ある。北牛牧第1遺跡では、AT直下から礫群が

検出されている。

東九州自動車道（都農～西都間）建設に伴う発

掘調査遺跡では、多くの遺跡で旧石器時代の石

器が出土している。特に、東畦原第3遺跡、吉明

寺第2遺跡などでは、AT直下の黒色帯上部から、

小形薄手の縦長剥片を用いたナイフ形石器が出土

している。

縄文時代

縄文時代に該当する遺跡としては、小並第1遺

跡、牧内第2遺跡、吉明寺第1遺跡、唐木戸第3

遺跡などがあげられる。これらは、縄文時代早期

に該当するが、これらの遺跡においては土器・石

－3－

器・遺構の偏在が看取される。将来的には、牧内

を含む牛牧台地上において、拠点的なキャンプサ

イトと、そこから派生する狩猟採集エリアという、

早期における人々の活動を、おぼろげながらも復

元できる可能性がある。

いずれにせよ、積極的に遺構・遺物が残される

のは、上記で述べた縄文時代早期までである。弥

生時代の遺物も僅かながら出土する事から、この

時代においても、何かしらの活動が行われていた

事は確かであろう。しかし、現段階においては旧

石器時代や縄文時代のそれとは規模が小さいとい

わざるを得ない。ここに、生活活動（生業活動）

と連動した土地利用の変化がうかがえる。

（参考・引用文献）

高鍋町教育委員会「妻道南遺跡」『高鍋町文化財

調査報告書』第4集1986

同上「持田中尾遺跡」『高鍋町文化財調査報告書』

1982

同上「中尾・牛牧地区遺跡」『高鍋町文化財調査

報告書』1995

宮崎県埋蔵文化財センター「東九州自動車道（都

農～西都間）関連埋蔵文化財発掘調査概要

報告書Ⅲ・Ⅳ」2002・2003

宮崎県旧石器文化談話会「宮崎県下の旧石器時

代遺跡概観」『旧石器考古学』66　2005
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第3節　基本層序
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表土（耕作土）

黒色土

鬼界アカホヤ火山灰脾A均

鬼界アカホヤ火山灰腫A坤下部
5Ⅲ以下のパミスを含む

黒褐色ローム

暗褐色ローム

小林軽石を含む褐色ローム上部　パミス少量

小林軽石を含む褐色ローム　パミス多量

小林軽石を含む褐色ローム下部　パミス少量

暗褐色ローム

斑状のシミを含む褐色ローム

姶良Th火山灰（AJ）

暗褐色ローム（白斑あり）

暗褐色ローム（姶良探港）

暗褐色ローム（白斑少量）

暗赤褐色ローム

アワオコシ

明褐色ローム

イワオコシ

明黄褐色ローム

第3図　牧内第1遺跡基本層序

本遺跡の基本層序を上図に示した。以下各層

の特徴を述べる。I層は基本的に耕作土である

が、一部耕地整理による客土を含んでいる。Ⅱ層

の黒色土はクロボクである。耕地整理の影響をう

けていない調査区の東側と旧地形の谷部にあた

る部分に残っている傾向があったが、上部は耕作

により削平されている。Ⅲ層は鬼界アカホヤ火山

灰（K－Ah）であり、火山ガラス主体のⅢa層とパ

ミス主体でやや固結している下部のⅢb層に分け

て記録した。層厚は平均でⅢa層は約20cm、Ⅲ

b層は7cmほどである。やはり調査区の東側と旧

地形の谷部にあたる部分に残っている傾向があっ

た。Ⅳ層は黒褐色ローム（MBO）で長石の白斑を

含み下位のV層にくらべ締まっている。V層は暗

褐色ロームで上部から下部にかけて次第に明るく

遷移しており柔らかく、層厚は平均で25cmほど

である。Ⅵ層は霧島連山韓国岳を給源とする小林
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軽石（Kr－Kb：15ka）を含む褐色ロームで暗褐色ブ

ロックとパミスを含み、パミスの童でa、b、Cの

3層に区分した。層厚は平均でⅥa層は5cm、Ⅵ

b層は15cm、ⅥC層は5cmである。Ⅶ層（MBl）

は暗褐色ロームで、A区～D区にかけて最も石

器類の出土が多かった層であり、層厚は平均20

cmである。Ⅷa層（ML2）は褐色ロームでATの

風化層もしくは二次堆積層に相当し、径2～3cm

の斑状の暗褐色～黒褐色のシミがあることが多く

層厚は平均15cm～20cmである。Ⅷa層について

はローム化が進行しているので、調査区におい

てATの二次堆積層であるか否かを判断する材料

が無く、同様の特徴のものをすべてⅧa層とし

た。Ⅷb層はAT（25ka）のうちローム化が進んで

いない部分に用い、明黄褐色の部分が主体である

が、風化やローム化が若干進み色が暗く変色した

部分に対しても、ATのざらざら感が残っている

部分についてはⅧb層と記した。Ⅷb層は層厚平

均20cmである。Ⅸ層～XI層についてはAT下

位のいわゆる暗色帯に相当する部分であるが、詳

細に観察すると中頃に若干パミスを多く含み色合

いが上下の層より薄い部分があるので、それより

上位についてⅨ層（MB2）、色合いの薄い部分を

X層、それより下位をXI層（MB3）とした。X

層は姶良深港テフラ仏－Fm：26．5ka）に相当すると

思われる。Ⅸ層、X層に関してはこのA－Fmと上

位のATの影響で、石英、長石、パミス等の白斑

が多く見られるが、XI層は白斑が少なくなる特

徴がある。しかしこの3層を明瞭に区別すること

は難しく、X層が明瞭でない部分は暗色帯を3等

分する形で記録した部分もある。3層とも層厚平

均20cmである。XⅡ層（ML3）は暗赤褐色ロー

ムでXI層より粘性があり色合いが明るく層厚平

均10cmほどである。XⅢ層は霧島アワオコシテ

フラ（Kr－Aw）に相当し、0．5cm～1cmほどの暗赤

褐色～黒褐色スコリアや岩片および赤褐色に風化

したパミスを含み層厚平均7cmと薄くやや固結し

ている。XⅣ層（ML4）は明褐色ロームで層厚平

均15cmほどで、最大2cmの赤褐色～黄褐色に風

化したパミスが下部ほど含まれるようになる。X

V層は霧島イワオコシテフラ（Kr－Iw）に相当し、



明黄褐色～赤褐色に風化したパミス（最大2～3

cm）およびスコリア、岩片を含み固く固結してい

る。層厚は平均17cmほどである。XⅥ層はかな

り粘土化が進んだロームで粘性が強い。これより

下位には、姶良岩戸テフラ（A－Iw）、阿蘇4テフラ

（As0－4）などの指標テフラが堆積していると予想

されたが、重機によるトレンチ掘削では明瞭に確

認された場所は無く、土石流によると思われる礫

層と砂礫を含んだ粘土層が繰り返し認められた。

これは、茶日原段丘の段丘崖が近いためであり、

A～D区に共通している。

第Ⅲ章　調査の経過と方針
第1節　確認調査の概要

1　A区の確認調査

A区の確認調査を2回に分けて行った。平成

12年8月7日～10日に西半分を行い、同12年

10月2日～16日にかけてはC区の確認調査と

並行して、残りの東半分の確認調査を行った。西

半分については、作業員による芋掘りのトレンチ

調査を行い、東半分については重機を使用しての

トレンチ調査を行った。トレンチを合わせて24

箇所設定し、土層、遺構・遺物の有無を確認しな

がらAT層を目標に掘り下げた。その結果、石器

を表採したほか、Ⅲa層（K－Ah）上面では赤化礫

と石鉄が出土した。また、Ⅲa層では道路状遺構

や環状ピット群を検出したほか、Ⅵb層（Kr－Kb）

でも環状ピット群を検出したためその状態で保存

した。確認調査の結果を踏まえ、北側の大幅に谷

地形になって落ち込んでいるとみられる箇所を

除いた部分の3，400I童を本調査対象面積と設定し

た。

2　C区の確認調査

確認調査は、平成12年10月2日～16日にか

けてA区の確認調査と並行しながら行った。調査

においてはトレンチを20箇所設定し、土層、遺構・

遺物の有無を確認しながら、作業員による手掘り

の調査を実施した。遺構が確認されたトレンチに

ついては、その状態で保存し、遺物が確認された

トレンチについては出土した層位と位置を記録し

た後に取り上げた上で、Ⅷa層（姶良Tn火山灰
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の風化層）まで掘り下げて調査を終了した。

調査の結果、南西部のⅥ層（Kr－Kb）で環状ピッ

ト群を検出したほか、同じ南西部のⅦ層（暗褐色

土層）を中心に石器群を確認した。北部は西に隣

接する上位段丘の谷からの流路にあたること、南

東部は耕作によって削平されており、遺物や遺構

は存在しないと判断し、南西部の2，400I肩を本調

査対象面積とした。

3　D区の確認調査

平成12年8月4日～11日と平成13年2月

5日～14日の2回に分けて合計13箇所のトレ

ンチを設定し重機で表土を除去した後、作業員に

よる芋掘りの確認調査を行った。その結果、農

道を挟んで北隣にあるC区と関連の考えられる

AT上位石器群や環状ピット群が確認されたため、

3，400誼について本調査対象とした。

第2節　発掘調査の方法

1調査の方法と調査区の設定・調査の手順

（1）一次調査（C区）

周囲の畑の作物との関係でA区の本調査に入れ

なかったため、先にC区で本調査を行うことにな

り平成12年11月6日から一次調査として着手

した。まず、重機で表土、耕作土など撹乱部分の

除去を行った後、アカホヤ面で遺構・遺物が無い

ことを確認しながら、確認調査で石器群が出土し

たⅥ層より上のV層上面まで重機で除去した。そ

の後、国土座標に合わせた10mグリッドと地形

に合わせたベルトを設定し、人力で遺構精査、包

含層掘削を行った。V層下部からⅥb層にかけて

多数の円形プランのピットを検出した。Ⅵ層から

は石器が急に密になりⅦ層では予想をはるかに上

回る石器群が出土した。礫群についてはⅦ層～Ⅷ

a層にかけて小規模なものが検出された。AJ下

位についてトレンチ掘りで遺物がないことを確認

し平成13年2月28日に調査を終了した。

（2）二次調査（A区）

二次調査は平成13年3月1日～平成13年12

月28日にかけてA区で行った。



重機で調査区全体の表土剥ぎを行いⅢ層

（K－Ah）で揃えて、国土座標に合わせた10mグ

リッドを設定した後、遺構検出を行った。K－Ah

は調査区の北側と南側で残存しており、昭和初期

の用水路のほか道路状遺構などを検出した。

その後、事務所や駐車場への通路を確保する必

要から、道路取り付け部分を先行して調査を行っ

た。まず、東西ベルトとトレンチを設定して、ト

レンチ掘りを先行させ、ATを除去し、Ⅸ層上面

までの確認を行った。遺構・遺物が確認された

グリッドに隣接するグリッドのAT面まで精査を

行った。道路取り付け部分の北側で遺構が集中し

たため、掘り下げずに土嚢やブルーシートで保護

し、西側部分と同時に調査することとした。

西側部分は重機でK－Ahの除去を行った後、AT

上位では次の2通りの調査法をとった。まず、道

路取り付け部分で検出された遺構集中区に近い部

分に南北方向の先行トレンチを設定し、50cmメッ

シュを竪掘り（ネジリ鎌で薄くスライス）してピッ

トとその立ちあがりを探しながら精査する慎重な

調査方法をとった。その結果、V層中～下部で縄

文土器（無文）が約40点が出土し、ピット群は

Ⅵb層より10cmほど上からの掘りこみを確認で

きた。それ以外の部分は1／4グリッド（5mX

5m）を先行して人力で掘り下げ、遺構・遺物が

確認された部分の隣接1／4グリッドを広げてい

き、遺構・遺物のない部分については重機で除去

する調査法をとった。その結果Ⅳ層で集石遺構2

基、V層上面で土坑およびピット約50基を検出

した。V層下～Ⅵb層面で土坑、ピット約300

基を検出した。遺物はAT上位で剥片等が出土す

るが密集度は低い。

AT下位については上位と同様に1／4グリッ

ドを先行させて掘り下げたところ剥片を多数検出

したため、まとまった面積の全面掘りを人力で

行った。その後X層まで精査を行ったのち埋め戻

し、平成13年12月28日に二次調査を終了した。

（3）三次調査（D区）

三次調査は平成14年1月10日～平成14年

11月29日にかけてD区で行った。
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排土置場を確保する関係で南北2区域に分け反

転調査を実施することになり南側から調査に着手

した。まず、重機で表土、耕作土など撹乱部分の

除去を行った後、K－Ah面で揃え、遺構・遺物が

無いことを確認した。さらに、確認調査で石器群

や環状ピット群が出土したⅥb層より上のV層下

部まで重機で除去した後、手作業でⅥb層上面で

揃え、国土座標に沿って10mグリッドおよびベ

ルトを設定した。この過程でV層～Ⅵa層にかけ

て、土坑やピットを少数検出した。

その後Ⅵb層～Ⅷa層にかけては1／4グリッ

ド（5mX5m）を先行して人力で掘り下げ、遺

構・遺物が確認された部分の隣接1／4グリッド

を広げていき、遺構・遺物のない部分については

重機で除去する方法をとった。

ATについては重機で除去し、先行1／4グリッ

ド（5mX5m）の安全性を確保しながらブラッ

クバンド（一部イワオコシ面まで）まで掘り下げ、

さらにベルトに沿ってトレンチをイワオコシ面ま

で人力で掘り下げた。Ⅸ層とX層において剥片等

が散漫に出土したためその周囲も広げたが、遺物

の出土は限られたため、調査を終了した。

その後、調査区を反転し、南側と同様の調査方

法で北側の調査を行った。その結果、Ⅶ層を中心

に石器群や礫群が検出された。

AT下位については南側より標高が高く、遺構・

遺物が確認される可能性が高いのではとの想定で

イワオコシ面まで調査範囲を広げたが、出土数は

少なかったため、調査を終了した。

2　現地説明会

平成14年10月29日（火）に、現地説明会を

実施した。83名の参加者があった。

3　日誌抄

（1）一次調査（C区）

20001107　重機業者との打ち合わせ

20001108　重機による表土剥ぎ開始

20001113　重機による表土剥ぎ終了

20001116　現場事務所搬入・設置

20001121発掘作業員による発掘作業開始
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20001122

20001129

20001221

20010123

20010130

20010206

20010214

20010314

剥片出土。ピットの検出

ピットの実測

遺物の取り上げ開始

第Ⅶ層の掘り下げ終了。遺構精査

空撮

トレンチ掘り（ATまで）開始

集石遺構検出

東九州自動車道発掘調査指導委員来

訪

A区の表土剥ぎ開始

20010329　C区調査終了

（2）二次調査（A区）

20010314

20010316

20010410

20010411

20010416

20010419

20010502

20010509

20010601

重機使用による表土剥ぎ開始

重機使用による表土剥ぎ終了

発掘作業員による発掘作業開始

溝状遺構を検出

溝状遺構実測開始

道路取り付け部分の掘り下げ

溝状遺構実測終了

細石刃出土

重機によるアカホヤ除去

現場での整理作業開始

20010604　道路取り付け部分の調査終了

20010612　西側部分V層（早期包含層）25％

掘り開始

20010717

20010910

20010912

20011226

20011227

20011228

重機使用によるⅣ・V層の除去

25％掘り開始

空撮

埋め戻し

現場事務所等の撤収

A区調査終了

（3）三次調査（D区）

20020110

20020111

20020121

20020129

20020204

20020219

20020222

排土運搬

現場事務所等の搬入・設置

重機による表土剥ぎ開始

重機による表土剥ぎ終了

発掘作業員による発掘作業開始

Ⅵ層で礫群を検出

25％掘り開始
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20020510

20020806

20020807

20021029

20021125

20021126

20021127

現場での整理作業開始

空撮

先行トレンチ掘り下げ

現地説明会

重機による埋め戻し開始

現場での整理作業終了

重機による埋め戻し終了

現場事務所等の撤収

20021129　D区調査終了

第3節　整理作業および報告書作成
1　整理作業の経過

整理作業は、平成14年5月～平成14年11

月に、発掘現場において遺物および礫の水洗、注

記、接合を行った。また、出土した遺物の整理

については、平成15年5月～平成16年8月に、

埋蔵文化財センターで、水洗・注記・接合・実測・

トレースの作業を行った。遺物の整理終了後、平

成16年10月に、石器実測委託を行った。一部

の遺物実測・トレース等については平成16年度

に（株）パスコに委託した。上記の作業と並行して、

平成17・18年度に遺構実測図のトレース・整理

を行った。

2　報告書作成の経過

報告書作成に当たっては、整理作業と並行して

遺構図等の整理および報告書原稿作成に取り組ん

できた。平成19年度に、これまで作成した文章・

図面をデジタル機材を用いて印刷用の版下を作成

し、全ての作業を同年度5月に完了した。

本報告書作成にあたって使用した入稿データ、

アプリケーションソフトは以下の通り。

入稿データ　　PDFX－1a

使用OS

使用フォント

使用ソフト

WindowsXPSP2

中塚明朝、中塚ゴシック

AdobeInDesignCS2（レイア

ウト、ファイル変換）

Adobe PhotoshopCS2（挿図作

成、画像作成）

AdobeIlustratorCS2（挿図作成、



画像作成）

Adobe Brige（レイアウト補助、

画像処理）

MicrosoftWord（文章作成）

MicrosoftExcel（表作成）

次に具体的な作業工程であるが、委託業務にお

いてデジタルデータ化されたトレース図に関して

は、簡単な修正（縮尺、フォント調整・アウトラ

イン化、縮尺の変更）を行い、InDesignCS2にレ

イアウトした。センターにおいて実測を行ったも

のに関しては、実測図をIllustratorCS2を用いて

図面をデジタル化、その後、InDesignCS2でレイ

アウトを行っている。なお、すでにトレース図が

あるものに関しては、そのトレース図をスキャナ

で読み込み、PhotoshopCS2で加工（縮尺変更、

カラーモード調整、ファイル変換）を行っている。

レイアウト作業に関しては、まずInDesignCS2

で、本書の台割りを作成した後に、実測図等の挿

図、次に文章・表をレイアウトした。

レイアウト作業が終了した後に、フォント、カ

ラーモードのチェックを行い、PDFX－1aにファ

イル変換し、全ての作業を終了した。
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第Ⅳ章　調査の記録

第1節　旧石器時代（A区）
（1）地形と遺構・遺物分布
A区の地形は、北方向の開析谷に向かって緩や

かに下がる斜面地である。この開析谷は、完新世

以後に河岸段丘を形成しつつ今の小並川となる。

各層ともに礫が出土したが童は少ない。遺物分

布は、Ⅸ層石器群が05グリッドに、Ⅶ層石器群

がQlOグリッドに特に集中する。

（2）X～XI層石器群（第13・15図）
産地不詳の風化の激しい黒曜石製の台形様石器

（17）・貢岩製縦長剥片素材の掻器（21）・チャー

ト製不定形剥片の折れ面接合（23・24、接合3）・

砂岩製敲石（69＋70）がある。台形様石器と

チャートの接合資料の石材は本遺跡A・C・D区

他石器群では見られず、その石材と出土層位によ

り区分した。X層以下XⅢ層までには、この他ホ

ルンフェルス・流紋岩・尾鈴山酸性岩類製剥片等

が少量出土する。

（3）Ⅸ層石器群（第13～15図）

姶良Tn直下にあたるⅨ層上部に主に包含され

る石器群である。ナイフ形石器には、素材剥片を

断ち切るように加工しペン先形に整形したもの

（1～3）、薄手の縦長剥片素材で剥片末端や側緑

に加工を入れて整形したもの（4～16）の二者

がある。これらには珪質貢岩が好まれ、その生産

に関連する接合資料（接合12～15）も豊富に

確認された。また、他と比べあきらかに分厚めか

つ別石材の素材剥片を用いたナイフ形石器も1点

見られる（12）。この他、掻器・二次加工ある剥片・

微細剥離ある剥片・剥片・石核があり、その多く

はナイフ形石器生産にともなって製作され、また

残されたものである。

接合資料からは、ナイフ形石器の生産を良く伺

うことができる。34～40（接合13）はナイフ

形石器やその未製品の可能性ある二次加工剥片が

含まれる。いずれの剥片も薄手で縦長志向のもの

である。実測図のみ見ていると細石刃生産と見紛

う資料である。41～51（接合14）は、幅8cm

以上・厚み5cm以上のおそらくは拳大程度の円

礫が用いられる。資料は剥片剥離の終盤であり、

礫分割等については不詳である。正面図右の剥片

剥離は礫面を取り去って石核形状を整えるための

剥片剥離であり、結果、背面に礫面を持ちかつ幅

広で大ぶりの剥片となる（剥離群1）。その後、

剥離群1によってできた剥離面を打面に剥片剥離

があったようである。石核に残る剥離痕からは、

不定形剥片であったようにも見える（接合は未確

認）。次に、剥離群1より一段低い位置に打面が

設けられ、剥離群1と同様な剥片剥離が見られる

（剥離群2）。その後、打面調整・作業面調整を介

在しつつ、小形薄手な端正な縦長剥片が連続して

剥離される（剥離群3）。剥離群3を中心に、剥

離群1・2のいくつかは、ナイフ形石器の素材剥

片であろう。これもまた、実測図のみ見ていると

細石刃生産と見紛う資料である。52～63（接合

12）は、拳大以下の亜円礫を用いる。剥片剥離

はすでに終盤で、入念な石核整形・打面作出を経

て、薄手かつ端正な縦長剥片を連続して剥離する。

縦長剥片剥離前には作業面調整も見られる。ナイ

フ形石器の素材獲得にあたったもので、実測図の

み見ていると細石刃生産にあたった剥片剥離と見

紛うほどである。64～68（接合15）は小形薄

手の不定形剥片をランダムに剥離する。ナイフ形

石器の素材獲得の可能性がある。

（4）Ⅷa層石器群（第16図）
姶良Tnに最も近い深さに主に包含される石器

群である。ホルンフェルス・砂岩製剥片尖頭器（93

～95）がある。特に砂岩製のものは同母岩製石

器が見られないことから搬入品である。

（5）Ⅶ層石器群（第16～25図）

台形石器が特徴的に組成される。いわゆる百花

台型に近いものは、乳白色ベースで黒い節理が

縦横に走る良質のチャートを好んで用いる。この

他、狸谷型を想起させるチャート製ナイフ形石

器（92）、ホルンフェルス製国府型ナイフ形石器

（77）、ホルンフェルス製角錐状石器（91）等が

－11－
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散発的に見られる。接合資料は豊富で、活発な石

器生産が伺われる。

115～132（接合9）は、長さ20cm以上・

幅約15cm・厚み9cm以上の大きな亜角礫をま

ず分割し（分割後の重量約2．9kg）、分割面から

次々に大ぶりの不定形剥片を剥離する（剥離群

1）。その後、剥離群1によってできた剥離面を

打面として入れ替え、やはり大ぶりの不定形剥片

を剥離する（剥離群2）。剥離群1は節理に翻弄

され整った剥片は剥離されておらず、それに対し

剥離群2では節理に沿った剥片剥離となってい

る。133～144（接合7）は礫面の除去が全て

終了した後の剥片剥離であり、元の礫サイズや形

状は復元できない。剥片剥離は、先行剥離の剥

離面を打面として継続している。打面調整はな

い。剥片剥離は石核周縁から内に向かって石目に

平行して進むため、得られた剥片は幅広で大形の

ものとなっている。145～167（接合11）は、

15cm角以上の亜角礫を用いる。石質は良好でな

く、大きく入る節理によって剥片剥離は翻弄され

る。礫は二分され、それぞれで場当たり的に剥片

剥離する。168～172（接合10）は、節理に沿っ

て分割された大形剥片から剥片剥離する。打面は

おおまかな山形に設けられ、そのまま連続して幅

広の不定形剥片を剥離する。最後の剥片が剥離さ

れた後、その剥離面を打面に1枚剥離がある。こ

れは新たな打面を作り出す意図であった可能性が

あるが、その後、剥片剥離は継続していない。瀬

戸内技法との関連が伺われる。173～175（接

合5）は、拳大ほどの亜円礫を用いる。打面形成

後ある程度連続して小形寸詰まりの縦長剥片を剥

離し、引き続いてそれら剥離面を打面にやはり小

形寸詰まりの縦長剥片を剥離する。176～178（接

合6）は、剥ぎ込まれた石核に新たな打面を求め

る剥離を入れたものの、そのまま廃棄された資料

である。石質は比較的良質である。不定形剥片を

ランダムに剥離したものであろう。179～182（接

合8）は、20cm四方で厚み10cm以上の非常に

大形の剥片が用意され、その周縁から大形の剥片

を剥離するものである。得られた剥片の一つには

二次加工が見られる。

ー14－

（6）Ⅵ層石器群（第16図）
流紋岩製ナイフ形石器（72・73）、桑ノ木津留

産黒曜石・爽雑物の多い黒色の黒曜石製掻器（98・

99＋100＋101）等が散発的に見られる。石器

生産はあまり活発でない。

（7）V～Ⅵ層石器群（第17図）

細石刃石器群である。いずれも桑ノ木津留産黒

曜石製で、原石（111・112）、細石刃核（106

～108）、細石刃（109・110）がある。細石刃

核のうち、106は円柱状の原石から簡単な打面

調整のうえ細石刃生産にあたるもの、107は板

状の原石を用い石核調整はほとんど見られない特

徴的なもの、108は剥片素材の細石刃核である。

いずれも桑ノ木津留産黒曜石を用いる中、三者三

様の細石刃生産である。この他、102はⅥb層

出土で、他細石刃核と石材が同じであることや出

土層位から見て細石刃生産に関わった可能性を残

す。
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第18図　A区出土旧石器遺物実測図（6）（S＝1／2）
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第21図　A区出土旧石器遺物実測図（9）（S＝1／2）
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第2節　旧石器時代（C区）

（1）地形と遺構・遺物分布
C区の地形は、西側の丘陵から東側に向かう緩

やかな開析谷2条とそれに挟まれた1つの尾根か

らなっている。出土した礫・石器の分布を巨視的

に見ると、尾根頂部に1列・南端の谷の開析方向

に沿って1列の帯状の分布がある。この2本の列

には、礫集中・石器集中ともに含まれており、礫・

石器分布の中心となっている。また、尾根北の緩

斜面ならびに北端の開析谷にもいくつかの礫の分

布があり、これと重複して石器も散漫に分布して

いる。帯状の分布については、地形に沿って礫・

石器が自然移動した可能性があり、また開析谷中

やそこに続く緩斜面に見られた礫・石器分布につ

いても尾根上のものが移動した可能性を考慮する

必要がある。

（2）Ⅷa層石器群（第34～35図）
Ⅶ層石器群との区分が容易でない一群であるも

のの、特にⅧa層出土石器に注目した結果、抽出

しうる可能性のある一群である。

296～298・300＋301＋302・304・307・

308＋309・310は縦長剥片を素材とする掻器・

二次加工ある剥片である。Ⅶ層以上の層位出土資

料と比べ、縦長剥片を好む点で一定のまとまりを

見せている可能性がある。ナイフ形石器・角錐状

石器・台形石器等では、Ⅶ層以上の層位出土資料

との分別が十分でない。

（3）Ⅶ層石器群（第30～47図）

ナイフ形石器は、その素材利用や最終形態にバ

ラエティーがある。石器背面に稜を取り込みつ

つ素材剥片を断ち切るような格好で整形するもの

（183・184・188等）、小形の剥片の側線や末端

に若干の加工を入れて整形するもの（186・187

等）、剥片の打面側・対する剥片末端側ともに直

線的に断ち切ることで、側線の平行する平面台形

のもの（193・194）、石器片側緑から基部まで

丸く整形し平面涙滴形をするもの（198等）、先

細りで比較的整った縦長剥片の末端側を石器先端

とし、剥片打面をそのまま残すかほとんど修整を

かけない、石器全体が細身のもの（203・205等）、

素材の厚み如何によっては石器裏面に平坦剥離

が見られる長身の台形をするもの（209・210）、

横長剥片を素材とするもの各種（212～243等）

がある。石材利用上、特異なのは210のチャー

ト製であり、その他は流紋岩・貢岩・ホルンフェ

ルス等の一般的に見られる石材である。台形石器

は百花台型類似のもの（251）が見られる。角錐

状石器は様々であるが、石材利用上、1点のみ

チャート製のもの（258）がある他、ナイフ形石

器と比べ風化の著しくなるホルンフェルスを多用

する傾向がある。278～282（接合29）は被熱

により破砕したものである。この他、特異なもの

として珪賃貢岩製剥片（310）は緑色で特に珪賃

の強いもの（緑色珪質岩とも呼ばれることがある）

や六角柱状の両錐でいわゆるファントム（成長面

の見える山人水晶）の水晶（323）がある。

324～337（接合55）・338～341（接合

54）・343～347（接合44）は瀬戸内技法関連

資料である。接合44・54・55間に接合関係は

未確認ながら、同一母岩である可能性が高い。良

質の貢岩製である。なお、ホルンフェルス製石核

（342）も瀬戸内技法関連資料の可能性がある。

324～337（接合55）は、石核用の剥片獲得

から最終的なナイフ形石器製作までの一連がわか

る資料である。まず、径15cm以上の大形礫が

分割され、その分割面から大形剥片1→（剥ぎ損

ない1枚）→大形剥片2を連続して剥離する。大

形剥片1は剥離時の衝撃で二分され、そのまま廃

棄される。大形剥片2は末端に大きな歪みを持つ

ものの、横長剥片石核として使われる。その後い

くつかの剥片剥離が介在し、大形剥片3を剥離す

る。これもまた大形剥片1と同じであったか二分

され、そのまま廃棄される。次いで打面を900入

れ替え、新たな打面から3枚以上の大形剥片（大

形剥片4～6）を剥離する。大形剥片4・5は横

長剥片石核として使われ、山形打面を作り出しつ

つ剥片剥離する。接合したナイフ形石器1点は大

形剥片5の石核に伴う。大形剥片6も大形剥片

4・5と同様の石核として使われたと見られ、そ

－28－
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の山形打面を作り出した時の剥片のみ接合が確認

されている。338～341（接合54）は、盤状剥

片打面側から山形打面を作り出し、横長剥片を連

続して剥離する。1点ナイフ形石器を含む。343

～347（接合44）は、盤状剥片より山形打面を

作り出しつつ横長剥片を連続して剥離する。剥離

の過程で、石核の作業面が大きく壊れた後も1枚

のみ横長剥片を剥離する。

この他、各種剥片を剥離する接合資料が多く出

土している。348・349（接合46）は一打面か

ら縦長剥片を剥離する。最終的に剥離した剥片の

いくつかは、剥離が抜けきれず階段状剥離となっ

ている。351・352（接合47）の石核は分割面

に挟まれ、結果、得られる剥片は先細りの縦長剥

片となる。353～355（接合36）は節理面で分

割された礫を用いる。剥片剥離は平滑な節理面を

打面とし、打面調整を介しながら石の目に沿って

進んでいる。得られた剥片は末端に礫面を持つ幅

広剥片である。356～358（接合34）は、掻器

あるいは角錐状石器製作にあたった可能性、剥片

素材の石核から小形不定形剥片を剥離する可能

性の両者を残す。363～365（接合50）は、打

面を適宜入れ替えつつ縦長剥片を剥離する。367

～369（接合51）は、打面を適宜入れ替えつつ様々

な剥片を剥離する。370～373（接合35）の石

質は不均一であり、剥片剥離もそれに翻弄される。

ランダムに様々な剥片を剥離する。380～385（接

合37）は、最終的に残った石核から、周縁より

ランダムに不定形剥片を剥離する。386～395

（接合41）は、小形薄手の不定形剥片を剥離する。

まずある打面より連続して剥離され（剥離群1）、

次いでその剥離面を打面に剥離する（剥離群2）。

この剥離群1・2まではその単位が終了するまで

打面は変わっておらず、また打面調整もない。そ

の後、打面を固定することなく石核周縁より打面・

作業面を入れ替えつつ剥離が進行する（剥離群

3）。396～412（接合42）は節理によって分

割された大形剥片から剥離する。打面は平滑な節

理面のままで剥離前の調整はない。また、剥離の

抜けた先も節理面であり、結果、長さ最大で5～

6cmの幅広剥片を連続して剥離する。節理も多

く石質は不均質であり、また石の目に直交して

剥片剥離することから、得られた剥片にはイレ

ギュラーな折損が一定量見られる。413～424

（接合43）は15×10×10cm大の亜円礫から

剥離される。資料からは打面作出が十分でなく、

かつ石の目に逆らった剥片剥離に終始するため、

得られた剥片もまた不整である。425～427（接

合49）、428・429（接合48）は石核周縁より

ランダムに様々な剥片を剥離する。430～437

（接合40）は拳大以下の亜円礫を用いる。石質

は緻密で良質のものである。剥片剥離はある程

度打面を固定しつつも適宜打面を入れ替えて進

められる。打面調整はほとんど行わない。剥離

された剥片はいずれもやや厚みある不定形剥片

で、いくつかには二次加工が施される。438～

440（接合53）は剥離接合である。1枚は剥

離の衝撃で二分される。441～443（接合39）

は剥離の衝撃で3分割した剥片である。444～

446（接合38）は縦長志向の不定形剥片の剥離

接合である。447・448（接合32）は石核より

ランダムに様々な剥片を剥離する。449・450（接

合31）は石核周縁より内に向かって小形薄手の

剥片を剥離する。453～455（接合33）の石質

は不均一であり、剥片剥離もそれに翻弄される。

ランダムに様々な剥片を剥離する。

（4）Ⅵ層石器群（第34・35・54図）

細石刃石器群である。層位的にはV～Ⅶ層に

またがって出土した。細石刃（509～511）は

すべて桑ノ木津留産黒曜石製である。細石刃核

のうち、512は細石刃核でない可能性を残す。

513は爽雑物の多い黒色の黒曜石製である。分

厚い剥片素材で、石核整形の後、打面調整なく

細石刃を剥離する。

なお、294＋295の掻器製作に関わる接合資

料、爽雑物を多く含む黒色黒曜石製剥片（317

＋318）、チャート製剥片（319＋320）は細石

刃石器群あるいはそれ以降に伴う可能性を残す。

－39－
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第3節　旧石器時代（D区）

（1）地形と遺構・遺物分布
D区は西側の丘陵から東側に向かう緩斜面であ

る。

D区の礫・石器の分布は、地形の傾斜方向に沿っ

て礫・石器が帯状に流れたようなあり方を見せて

いる。特にA30グリッドからD31グリッドにか

けて・A32グリッドからC34グリッドにかけて

帯状に延びる礫・石器の集中は特徴的である。ま

た、A32・B30・E31グリッドでは石器集中と礫

分布が重複する。一方で、A35・ニ33グリッド

の石器集中やニ36の礫集中のように、それぞれ

礫・石器の集中と重複しないものも見られる。

（2）X層石器群（第69図）
515～524（接合75）がある。亜円礫を分割

した厚手の剥片から剥片剥離する。打面調整等の

剥離前準備はなく、前の剥離面をそのまま打面と

して小形不定形剥片の剥離を進めている。これら

は台形様石器等の素材獲得にあたったものと推定

される。

（3）Ⅷa層石器群（第70～79図）
複数石材にまたがる横長剥片素材のナイフ形石

器・流紋岩製台形石器・少量の角錐状石器・敲石

の他、各種剥片・石核等がある。接合資料も豊富

で、活発な剥片剥離が見られる。

ナイフ形石器（527～529・533）・接合67・

71・72に代表される風化面がきなこ状をする貢

岩源ホルンフェルスから、横長剥片素材のナイ

フ形石器が数多く生産される。599・600（接合

72）は、剥離の衝撃で二分されてしまった石核

の接合である。末端の捲れた厚手の剥片打面側か

ら、山形打面を作り出しつつ連続して横長剥片を

剥離する。609～612（接合71）は剥離接合で

ある。資料背面には礫面が残る。本資料は剥離の

進め方や石材の共通性からみて、横長剥片生産に

あたった剥片剥離のうち打面作出に伴う剥片剥離

と見てよかろう。631～633（接合67）は、分

厚い剥片素材の石核で、山形に打面を作りつつ横

長剥片を剥離する。なお、未報告資料中にも同一

母岩で横長剥片生産に関わる資料がある。

横長剥片の生産は風化面がきなこ状をする貢岩

源ホルンフェルス以外でも進められる。605～

608（接合73）は、末端の大きく捲れた分厚い

剥片から剥離する。剥片打面側から、目的剥片剥

離用の山形打面が作り出され、順次、横長剥片を

剥離する。635～639（接合70）は、背面に礫

面を持つ分割礫から山形の打面を作りつつ横長剥

片を剥離する。作業面幅は約10cm・高さ最大で

約5cmである。これ以上横長剥片剥離を進めた

場合、石核形状に規制を受けて得られる剥片が小

ぶりになると予想され、これを理由に剥離を中止

したのであろう。

この他、不定形剥片生産の一群がある。629・

630（接合59）は元の礫サイズ等が不詳である。

ランダムに不定形剥片を剥離する。640～642（接

合60）はある程度打面を固定しつつ、石核周縁

より不定形剥片を剥離する。663～667（接合

69）は厚みのある分割礫が用意され、その平坦

な分割面に向かって周縁より不定形剥片を剥離す

るものである。668～673（接合63）は剥片剥

離の最終工程の資料である。節理が著しく、賃の

良くない石材である。剥片剥離も石質に影響され

たと見られ、偶発的な剥離がある他、得られた剥

片も一定でない。

（4）Ⅶ層石器群（第74～80図）
複数石材にまたがる横長剥片素材の角錐状石

器、流紋岩製台形石器・同製台形様石器・少量の

横長剥片素材のナイフ形石器・削器・掻器・敲石

の他、各種剥片・石核等がある。接合資料も豊富

で、活発な剥片剥離が見られる。

流紋岩を用いた横長剥片素材のナイフ形石器

生産がある（接合65・66）。601～604（接合

65）は、亜円礫から分厚い剥片を少なくとも2

枚準備し、それぞれで山形打面を作り出した後、

横長剥片を剥離する。ナイフ形石器1点を含む。

613～622（接合66）は、長さ15cm以上・幅

は大きくても約15cm・厚み約5cmの潰れた丸

餅様の亜円礫が用いられる。礫はまず3つの分厚
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第57図　D区遺物分布図（V層）
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第59図　D区Ⅳb層コンター 第60図　D区遺物分布図（Ⅵ・Ⅶ層）



第61図　D区遺物分布図（Ⅶ層）

ロ　　　バ　　　　　　　　A B C D E

第63図　D区遺物分布図（Ⅷb層）

第62図　D区遺物分布図（Ⅷa層）

ロ　　　　バ　　　　　　　　A B C D E

等　　　毒　　　等　　　毒　　　毒

第64図　D区Ⅸ層コンター
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第67図　D区礫分布図（Ⅵ～Ⅷ層）
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第66図　D区遺物分布図（X層）

ロ　　　　バ　　　　　　　　　A B C D E

第68図　D区礫分布図
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第69図　D区出土旧石器遺物実測図（1）（S＝1／2）

い剥片に分割され、各剥片からそれぞれ横長剥片

の獲得をねらった資料である。分割礫は厚み約5

cmの中で順次横長剥片剥離を進めるため、1石

核あたり剥片の生産量は3～5枚程度と決して多

くない。得られた剥片の多くは最初の礫分割に伴

う分割面を剥片末端に取り込んでおり、いわゆる

有底剥片となる。

この他、いくつかの接合資料が出土した。643

～646（接合68）は、亜角礫を分割したものか

ら剥離する。礫面から直接剥片剥離。石の目に平

行して縦長剥片剥離を企画したようであるが、石

質があまり良質でなく剥片は不整である。647～

662・571・572（接合74）は、9×7×5cm

の亜円礫からランダムに剥片剥離している。石質

は爽雑物の影響で決して良好ではなく、剥離され

た剥片も不定形かつ湾曲したものが大半である。

そのような中、5cm四方の厚手の剥片から掻器

あるいは角錐状石器の製作を企画している。本接

合中では、掻器あるいは角錐状石器に1点の調整

剥片の接合が確認されたのみであるが、他調整剥

片は未接合にすぎないのであろう。674～676

（接合61）は石核周縁より内に向かって不定形剥

片を剥離する。677～681（接合62）は元の礫

サイズが不詳であるものの、わずかに残る礫面の

カーブからみて亜角礫である。剥片剥離も最終段

階にある接合であり、いずれも石の目に沿った剥

－62－
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第76図　D区出土旧石器遺物実測図（8）（S＝1／2）
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第77図　D区出土旧石器遺物実測図（9）（S＝1／2）
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